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1. はじめに

オートバイのブレーキ装置には，図 1に示すような構造
を有し、放熱性に優れ、安定した制動力が得られるディス
クブレーキが多く採用されている。ディスクブレーキは，
車輪と連動して回転するローター部を両側からパッドで締
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焼もどし処理後の硬さは，ベース鋼に対して，高 N鋼，
Nb添加鋼，Nb添加高 N鋼の順に上昇した。焼もどし軟化
抵抗がもっとも高い Nb添加高 N鋼では，550℃の焼もど
し処理後においても適正な硬さを維持していた。このよう
に，Nb添加や高 N化は，それぞれ軟化抵抗の向上に寄与
し，複合して添加した場合には，さらに軟化抵抗が向上す
ることが分かった。

2.3.2 耐熱性に及ぼす Nb添加，高 N化の効果
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加した Nbのほぼ全量が焼入処理ままで析出していたこと
が分かる。よって，Nb添加鋼では，焼入処理後に析出し
ていた Nb(C, N)が，焼もどし過程でも微細な析出状態を
維持することにより転位回復を抑制し，焼もどし軟化抵抗
が向上したと考えられる。
一方，高 N鋼では，焼もどし過程において，軟化抵抗の

向上に寄与しない粗大なM23C6の析出が抑制され，その分、
C，Nの固溶量が確保される。また，焼もどし過程で析出
してくる微細な Cr2(C, N)の強化作用も加わり，転位回復
が抑制され，焼もどし軟化抵抗が向上したと考えられる。
さらに，図 6には，550℃で焼もどし処理を行った Nb添
加高 N鋼について，電解抽出物分析により求めた固溶また
は析出物としての C，N量を，ベース鋼と比較して示した。
Nb添加高 N鋼では，上記した Nb添加と高 N化の効果が
ともに表れており，ベース鋼に比べて，M23C6の析出量は
少なく， 一方で，Nb(C, N)，Cr2(C, N)の析出量や C，Nの
固溶量は多いことが分かる。よって，Nb添加と高 N化を
同時に行った場合，焼入処理後に析出していた微細な
Nb(C, N)の形態維持，また，焼もどし過程における固溶
（C � N）量の確保や微細な Cr2(C, N)の析出などの複合的
な効果により，焼もどし軟化抵抗が大幅に向上したと結論
される。

3. 開発鋼の特性

上記の検討結果をもとに，さらに，耐食性や製造性など
も含めた検討を行い，新しいブレーキディスクローター用
の高耐熱鋼の化学成分を決定した。表 2
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界析出が減少したことや固溶 N量が増加したことが寄与し
ていると考えられる 6)。

4. まとめ

オートバイのディスクブレーキローター材として低炭素
マルテンサイト系ステンレス鋼の高耐熱化に関する研究を
行い，以下の知見を得た。
（1） Nb添加により焼もどし軟化抵抗が向上する。この原

因は，焼入処理後に析出していた微細な Nb(C, N)が，
焼もどし過程でもその形態を維持し，転位回復を抑制
したためと考えられる。

（2） 高 N化により焼もどし軟化抵抗が向上する。この原因
は，焼もどし過程において，強化に寄与しない旧 γ粒
界での粗大なM23C6の析出が抑制される一方で，固溶
（C � N）量が確保され，また微細な Cr2(C, N)が析出
することにより，転位回復が抑制されたためと考えら
れる。

（3） Nb添加と高 N化を同時に行うと，上記を複合した効
果が得られ，焼もどし軟化抵抗が大幅に向上する。

（4） Nb 添加および高 N 化した開発鋼 JFE410DB-ER

（12%Cr-1.5%Mn-0.13%Nb-0.04%N）は，550℃で 60 min

保持の焼もどし処理後でも，ローター材として適正な
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硬さ（32～38 HRC）を維持しており，従来鋼に比べて
優れた焼もどし軟化抵抗を有している。

（5） 開発鋼は，従来鋼に比べて，塩水噴霧試験 96 h後の
発錆が少なく，また孔食電位も高く，優れた耐食性を
有している。

5. おわりに

開発した高耐熱鋼は，オートバイの高性能化にともなう
ローター部の摩耗，反りなど，ブレーキ性能に関わる諸問
題の改善に寄与するものと期待される。また，耐熱性が高


